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１ 問題の所在 

 平成 27年度の全国学力・学習状況調査小学校

理科の結果から，自然事象の「変化とその要因と

を関係付けて考える活動の充実」が示された。児

童が変化とその要因とを関係付けて考える活動の

指導において重要なことは，疑問に思った自然事

象の変化に対して，自分の仮説を設定する場面で

あると考えた。 

２ 開発の目的 

児童に仮説を設定させる指導については，小

林・永益（2006）が考案した「仮説設定シート

4QS」（以後 4QS）を用いることが有効であると

の報告がいくつかなされている。4QSの適用に

ついて，山田(2015)らは，「第５学年以降におけ

る条件の制御を伴う実験において，最も効果が期

待できる。」としている。これまでの研究をみて

も小学校高学年以降に4QSを適用した実践が多

い。しかし，事象の変化とその要因とを関係付け

て考え，そこから仮説を設定する能力の素地は，

小学校中学年から養っていくことが大切である。

そこで，中学年の児童に適した仮説設定シートを

開発することにした。 

３ 仮説設定シートの開発 

4QSは，従属変数の数量化の仕方を考え，同

定した独立変数と関係づけて仮説を立てさせる指

導方略である。しかし，中学年の児童に独立変数

を同定する思考は難しいと考えられる。そこで，

4QSを以下のように簡略化した。まず，従属変

数とその数量化の仕方を書かせる欄を一括りにし

てSTEP1とした。次に，従属変数に影響を及ぼ

す独立変数を考える欄と独立変数を実験条件とし

てどのように変化させるかを書かせる欄を一括り

にしてSTEP2とした。さらに，STEP2は，独

立変数とその変化を助詞「を」でつなげて記述し

やすくした。ただし，中学年の児童の発達段階か

ら独立変数の変化のさせ方については，具体的な

数値までは記述させないこととした。第 3学年

の「ゴムのはたらき」を例にすると，STEP1は

「車を遠くまで走らせる。」STEP2は「ゴムの

数を増やす。」わたしの予想は「ゴムの数を増や

せば，車は遠くまで走るだろう。」となる。 

４ 活用方法 

2QSは，中学年の児童に自然事象の変化とそ

の要因とを関係付けて捉えさせ，仮説を設定させ

る場面で使用することを想定している。特に，山

田（2015）らが示した，「因果関係があり，定性

的な実験で 4QSを用いないで作業仮説を設定す

るグループ」に分類された実験場面において，児

童が仮説を設定する際に効果が期待できる。 

５ まとめ 

 本研究では，「変化とその要因とを関係付けて

考える活動の充実」をするために，中学年の児童

にも事象の因果関係を捉えた仮説設定ができる指

導方略として2QSを提案した。2QSにより，事

象の因果関係を捉えることができるようになり，

さらに高学年において4QSでの仮説設定をする

能力にもつながると思われる。今後は，中学年の

児童を対象として2QSが実験の計画を立てる能

力，結果を記録する能力，考察する能力に及ぼす

効果を検証していきたい。 
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車を遠くまで走らせるにはどうしたらよいだろうか？ 

図１ 4QSを基に開発した仮説設定シート2QS 

ゴムの数 を 増やす 

B06

30

Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service


